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○
厚
生
労
働
省
令
第
十
一
号

労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
五
十
号
）
第
三
十
三
条
第
三
号
及
び
第
五
号
並
び
に
第
五
十
条
並
び
に

労
働
保
険
の
保
険
料
の
徴
収
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
八
十
四
号
）
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
三
年
一
月
二
十
六
日

厚
生
労
働
大
臣

田
村

憲
久

労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

（
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
年
労
働
省
令
第
二
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す

る
。
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（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

第
四
十
六
条
の
十
七

法
第
三
十
三
条
第
三
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
種

第
四
十
六
条
の
十
七

法
第
三
十
三
条
第
三
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
種

類
の
事
業
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

類
の
事
業
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
～
七

（
略
）

一
～
七

（
略
）

八

柔
道
整
復
師
法
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
十
九
号
）
第
二
条
に
規
定
す

（
新
設
）

る
柔
道
整
復
師
が
行
う
事
業

第
四
十
六
条
の
十
八

法
第
三
十
三
条
第
五
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め

第
四
十
六
条
の
十
八

法
第
三
十
三
条
第
五
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め

る
種
類
の
作
業
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

る
種
類
の
作
業
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
～
五

（
略
）

一
～
五

（
略
）

六

放
送
番
組
（
広
告
放
送
を
含
む
。
）
、
映
画
、
寄
席
、
劇
場
等
に
お
け

（
新
設
）

る
音
楽
、
演
芸
そ
の
他
の
芸
能
の
提
供
の
作
業
又
は
そ
の
演
出
若
し
く
は

企
画
の
作
業
で
あ
つ
て
、
厚
生
労
働
省
労
働
基
準
局
長
が
定
め
る
も
の

七

ア
ニ
メ
ー
シ
ヨ
ン
の
制
作
の
作
業
で
あ
つ
て
、
厚
生
労
働
省
労
働
基
準

（
新
設
）

局
長
が
定
め
る
も
の



- 3 -

（
労
働
保
険
の
保
険
料
の
徴
収
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条

労
働
保
険
の
保
険
料
の
徴
収
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
八
号
）
の
一
部
を
次
の
表

の
よ
う
に
改
正
す
る
。
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（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
2
3

）

（

2
3

）

別
表
第
５

第
条
関
係

別
表
第
５

第
条
関
係

第
２
種
特
別
加
入
保
険
料
率
表

第
２
種
特
別
加
入
保
険
料
率
表

事
業
又
は

第
２
種
特

事
業
又
は

第
２
種
特

作
業
の
種

事
業
又
は
作
業
の
種
類

別
加
入
保

作
業
の
種

事
業
又
は
作
業
の
種
類

別
加
入
保

類
の
番
号

険
料
率

類
の
番
号

険
料
率

（

）

（

）

（

）

（

）

（

）

（

）

略
略

略
略

略
略

1
0
0
0

（

）

（

）

（

）

特
８

労
災
保
険
法
施
行
規
則

分
３

新
設

新
設

新
設

の

第
条
の

第
８
号
の
事
業

4
6

1
7

特
９

労
災
保
険
法
施
行
規
則

分
３

特
８

労
災
保
険
法
施
行
規
則

分
３

1
0
0
0

1
0
0
0

の
の

第
条
の

第
１
号
ロ
の
作
業

第
条
の

第
１
号
ロ
の
作
業

4
6

1
8

4
6

1
8

特
労
災
保
険
法
施
行
規
則

分
３

特
９

労
災
保
険
法
施
行
規
則

分
３

1
0

1
0
0
0

1
0
0
0

の
の

第
条
の

第
２
号
イ
の
作
業

第
条
の

第
２
号
イ
の
作
業

4
6

1
8

4
6

1
8

1
1

1
0
0
0

1
5

1
0

1
0
0
0

1
5

特
労
災
保
険
法
施
行
規
則

分
特

労
災
保
険
法
施
行
規
則

分
の

の

第
条
の

第
３
号
イ
又
は
ロ
の
作
業

第
条
の

第
３
号
イ
又
は
ロ
の
作
業

4
6

1
8

4
6

1
8

の
６

の
６

特
労
災
保
険
法
施
行
規
則

分
特

労
災
保
険
法
施
行
規
則

分
1
2

1
0
0
0

1
1

1
0
0
0

第
条
の

第
３
号
ハ
の
作
業

第
条
の

第
３
号
ハ
の
作
業

4
6

1
8

4
6

1
8

1
3

1
0
0
0

1
7

1
2

1
0
0
0

1
7

特
労
災
保
険
法
施
行
規
則

分
特

労
災
保
険
法
施
行
規
則

分
の

の

第
条
の

第
３
号
ニ
の
作
業

第
条
の

第
３
号
ニ
の
作
業

4
6

1
8

4
6

1
8

特
労
災
保
険
法
施
行
規
則

分
３

特
労
災
保
険
法
施
行
規
則

分
３

1
4

1
0
0
0

1
3

1
0
0
0

の
の

第
条
の

第
３
号
ホ
の
作
業

第
条
の

第
３
号
ホ
の
作
業

4
6

1
8

4
6

1
8

1
5

1
0
0
0

1
8

1
4

1
0
0
0

1
8

特
労
災
保
険
法
施
行
規
則

分
特

労
災
保
険
法
施
行
規
則

分
の

の

第
条
の

第
３
号
ヘ
の
作
業

第
条
の

第
３
号
ヘ
の
作
業

4
6

1
8

4
6

1
8

特
労
災
保
険
法
施
行
規
則

分
３

特
労
災
保
険
法
施
行
規
則

分
３

1
6

1
0
0
0

1
5

1
0
0
0

の
の

第
条
の

第
２
号
ロ
の
作
業

第
条
の

第
２
号
ロ
の
作
業

4
6

1
8

4
6

1
8

特
労
災
保
険
法
施
行
規
則

分
９

特
労
災
保
険
法
施
行
規
則

分
９

1
7

1
0
0
0

1
6

1
0
0
0

の
の

第
条
の

第
１
号
イ
の
作
業

第
条
の

第
１
号
イ
の
作
業

4
6

1
8

4
6

1
8
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特
労
災
保
険
法
施
行
規
則

分
３

特
労
災
保
険
法
施
行
規
則

分
３

1
8

1
0
0
0

1
7

1
0
0
0

の
の

第
条
の

第
４
号
の
作
業

第
条
の

第
４
号
の
作
業

4
6

1
8

4
6

1
8

特
労
災
保
険
法
施
行
規
則

分
５

特
労
災
保
険
法
施
行
規
則

分
５

1
9

1
0
0
0

1
8

1
0
0
0

の
の

第
条
の

第
５
号
の
作
業

第
条
の

第
５
号
の
作
業

4
6

1
8

4
6

1
8

2
0

1
0
0
0

（

）

（

）

（

）

特
労
災
保
険
法
施
行
規
則

分
３

新
設

新
設

新
設

の

第
条
の

第
６
号
の
作
業

4
6

1
8

2
1

1
0
0
0

（

）

（

）

（

）

特
労
災
保
険
法
施
行
規
則

分
３

新
設

新
設

新
設

の

第
条
の

第
７
号
の
作
業

4
6

1
8
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（
労
働
者
災
害
補
償
保
険
特
別
支
給
金
支
給
規
則
の
一
部
改
正
）

第
三
条

労
働
者
災
害
補
償
保
険
特
別
支
給
金
支
給
規
則
（
昭
和
四
十
九
年
労
働
省
令
第
三
十
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う

に
改
正
す
る
。
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（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

第
十
七
条

法
第
三
十
五
条
第
一
項
の
承
認
を
受
け
て
い
る
団
体
に
係
る
法
第

第
十
七
条

法
第
三
十
五
条
第
一
項
の
承
認
を
受
け
て
い
る
団
体
に
係
る
法
第

三
十
三
条
第
三
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
者
（
以
下
こ
の
条
及
び
第
十

三
十
三
条
第
三
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
者
（
以
下
こ
の
条
及
び
第
十

九
条
に
お
い
て
「
一
人
親
方
等
」
と
い
う
。
）
に
対
す
る
第
三
条
か
ら
第
五

九
条
に
お
い
て
「
一
人
親
方
等
」
と
い
う
。
）
に
対
す
る
第
三
条
か
ら
第
五

条
の
二
ま
で
及
び
第
十
五
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
前
条
第
五
号
か

条
の
二
ま
で
及
び
第
十
五
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
前
条
第
五
号
か

ら
第
七
号
ま
で
及
び
次
の
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

ら
第
七
号
ま
で
及
び
次
の
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一
～
四

（
略
）

一
～
四

（
略
）

五

前
条
第
二
号
の
規
定
は
、
一
人
親
方
等
に
係
る
特
別
支
給
金
の
支
給
の

五

前
条
第
二
号
の
規
定
は
、
一
人
親
方
等
に
係
る
特
別
支
給
金
の
支
給
の

事
由
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
労
災
則
第
四
十
六
条

事
由
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
労
災
則
第
四
十
六
条

の
十
七
第
一
号
又
は
第
三
号
に
掲
げ
る
事
業
を
労
働
者
を
使
用
し
な
い
で

の
十
七
第
一
号
又
は
第
三
号
に
掲
げ
る
事
業
を
労
働
者
を
使
用
し
な
い
で

行
う
こ
と
を
常
態
と
す
る
者
及
び
こ
れ
ら
の
者
が
行
う
事
業
に
従
事
す
る

行
う
こ
と
を
常
態
と
す
る
者
及
び
こ
れ
ら
の
者
が
行
う
事
業
に
従
事
す
る

者
に
関
し
て
は
、
前
条
第
二
号
中
「
業
務
上
の
事
由
、
複
数
事
業
労
働
者

者
に
関
し
て
は
、
前
条
第
二
号
中
「
業
務
上
の
事
由
、
複
数
事
業
労
働
者

の
二
以
上
の
事
業
の
業
務
を
要
因
と
す
る
事
由
若
し
く
は
通
勤
に
よ
る
」

の
二
以
上
の
事
業
の
業
務
を
要
因
と
す
る
事
由
若
し
く
は
通
勤
に
よ
る
」

と
あ
る
の
は
「
業
務
上
の
事
由
又
は
複
数
事
業
労
働
者
の
二
以
上
の
事
業

と
あ
る
の
は
「
業
務
上
の
事
由
又
は
複
数
事
業
労
働
者
の
二
以
上
の
事
業

の
業
務
を
要
因
と
す
る
事
由
に
よ
る
」
と
、
「
業
務
上
の
事
由
、
複
数
事

の
業
務
を
要
因
と
す
る
事
由
に
よ
る
」
と
、
「
業
務
上
の
事
由
、
複
数
事

業
労
働
者
の
二
以
上
の
事
業
の
業
務
を
要
因
と
す
る
事
由
若
し
く
は
通
勤

業
労
働
者
の
二
以
上
の
事
業
の
業
務
を
要
因
と
す
る
事
由
若
し
く
は
通
勤

に
よ
り
」
と
あ
る
の
は
「
業
務
上
の
事
由
又
は
複
数
事
業
労
働
者
の
二
以

に
よ
り
」
と
あ
る
の
は
「
業
務
上
の
事
由
又
は
複
数
事
業
労
働
者
の
二
以

上
の
事
業
の
業
務
を
要
因
と
す
る
事
由
に
よ
り
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と

上
の
事
業
の
業
務
を
要
因
と
す
る
事
由
に
よ
り
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と

し
、
労
災
則
第
四
十
六
条
の
十
八
第
一
号
又
は
第
三
号
に
掲
げ
る
作
業
に

し
、
労
災
則
第
四
十
六
条
の
十
八
第
一
号
又
は
第
三
号
に
掲
げ
る
作
業
に

従
事
す
る
者
に
関
し
て
は
、
前
条
第
二
号
中
「
業
務
上
の
事
由
、
複
数
事

従
事
す
る
者
に
関
し
て
は
、
前
条
第
二
号
中
「
業
務
上
の
事
由
、
複
数
事

業
労
働
者
の
二
以
上
の
事
業
の
業
務
を
要
因
と
す
る
事
由
若
し
く
は
通
勤

業
労
働
者
の
二
以
上
の
事
業
の
業
務
を
要
因
と
す
る
事
由
若
し
く
は
通
勤

に
よ
る
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
作
業
に
よ
る
又
は
複
数
事
業
労
働
者
の
二

に
よ
る
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
作
業
に
よ
る
又
は
複
数
事
業
労
働
者
の
二

以
上
の
事
業
の
業
務
を
要
因
と
す
る
」
と
、
「
当
該
事
業
」
と
あ
る
の
は

以
上
の
事
業
の
業
務
を
要
因
と
す
る
」
と
、
「
当
該
事
業
」
と
あ
る
の
は

「
当
該
作
業
」
と
、
「
業
務
上
の
事
由
、
複
数
事
業
労
働
者
の
二
以
上
の

「
当
該
作
業
」
と
、
「
業
務
上
の
事
由
、
複
数
事
業
労
働
者
の
二
以
上
の

事
業
の
業
務
を
要
因
と
す
る
事
由
若
し
く
は
通
勤
に
よ
り
」
と
あ
る
の
は

事
業
の
業
務
を
要
因
と
す
る
事
由
若
し
く
は
通
勤
に
よ
り
」
と
あ
る
の
は

「
当
該
作
業
に
よ
り
又
は
複
数
事
業
労
働
者
の
二
以
上
の
事
業
の
業
務
を

「
当
該
作
業
に
よ
り
又
は
複
数
事
業
労
働
者
の
二
以
上
の
事
業
の
業
務
を

要
因
と
す
る
事
由
に
よ
り
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
し
、
労
災
則
第
四
十

要
因
と
す
る
事
由
に
よ
り
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
し
、
労
災
則
第
四
十

六
条
の
十
八
第
二
号
又
は
第
四
号
か
ら
第
七
号
ま
で
に
掲
げ
る
作
業
に
従

六
条
の
十
八
第
二
号
、
第
四
号
又
は
第
五
号
に
掲
げ
る
作
業
に
従
事
す
る
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事
す
る
者
に
関
し
て
は
、
前
条
第
二
号
中
「
業
務
上
の
事
由
、
複
数
事
業

者
に
関
し
て
は
、
前
条
第
二
号
中
「
業
務
上
の
事
由
、
複
数
事
業
労
働
者

労
働
者
の
二
以
上
の
事
業
の
業
務
を
要
因
と
す
る
事
由
若
し
く
は
通
勤
に

の
二
以
上
の
事
業
の
業
務
を
要
因
と
す
る
事
由
若
し
く
は
通
勤
に
よ
る
」

よ
る
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
作
業
、
複
数
事
業
労
働
者
の
二
以
上
の
事
業

と
あ
る
の
は
「
当
該
作
業
、
複
数
事
業
労
働
者
の
二
以
上
の
事
業
の
業
務

の
業
務
を
要
因
と
す
る
事
由
若
し
く
は
通
勤
に
よ
る
」
と
、
「
当
該
事
業

を
要
因
と
す
る
事
由
若
し
く
は
通
勤
に
よ
る
」
と
、
「
当
該
事
業
」
と
あ

」
と
あ
る
の
は
「
当
該
作
業
」
と
、
「
業
務
上
の
事
由
、
複
数
事
業
労
働

る
の
は
「
当
該
作
業
」
と
、
「
業
務
上
の
事
由
、
複
数
事
業
労
働
者
の
二

者
の
二
以
上
の
事
業
の
業
務
を
要
因
と
す
る
事
由
若
し
く
は
通
勤
に
よ
り

以
上
の
事
業
の
業
務
を
要
因
と
す
る
事
由
若
し
く
は
通
勤
に
よ
り
」
と
あ

」
と
あ
る
の
は
「
当
該
作
業
、
複
数
事
業
労
働
者
の
二
以
上
の
事
業
の
業

る
の
は
「
当
該
作
業
、
複
数
事
業
労
働
者
の
二
以
上
の
事
業
の
業
務
を
要

務
を
要
因
と
す
る
事
由
若
し
く
は
通
勤
に
よ
り
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と

因
と
す
る
事
由
若
し
く
は
通
勤
に
よ
り
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

す
る
。

六
・
七

（
略
）

六
・
七

（
略
）
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附

則

こ
の
省
令
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。


